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個人的な印象ではあるが、度々送られてくるグループメールから、世界トップクラスの研究環境

がそろっている大学であっても、また潤沢な研究費を有するグループであっても、液体ヘリウム代

が大きな負担となっている現状が垣間見えた。このことからも、九大の低温センターの方々の努力

によって支えられている寒剤供給環境のありがたみを、改めて、強く感じられた。 
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ヘリウム危機を考える 

 

吉田 茂 

九州大学環境安全衛生推進室 

 

1.はじめに 

昨年からヘリウムガスの入手が困難になっているとの話が各所から聞こえています。今年も状況は

改善されず，九州大学のある研究室では今年度はヘリウムガスボンベが一本も入手できていないとの

ことです。日頃，ヘリウムガスを回収・精製・再液化している低温センターにとっても非常に気にな

る状況であります。幸いなことに，低温センターでは現状において定常的にヘリウムガスが入荷して

いるとのことですが，今後ヘリウムの慢性的不足が続くと見られ，低温センターも安穏としているわ

けにゆきません。まずは，世界的なヘリウム不足の原因や状況を俯瞰し，次に九州大学は何が出来る

のか若しくは何をしなければいけないかと少々考えてみましょう。  

 

2.ヘリウム不足の現状と原因 

実は，ヘリウム危機は過去何回か起きています。直近のヘリウム危機は2012年〜2013年に起きて

います。皆さん，覚えていますか。ディズニーランドで風船の販売が一時中止になった時です。この

ときは米国の産出地での設備定期修理が長引いたためと日本向けヘリウムの出荷港であるロスアンゼ

ルス港のストライキが主な原因でした。設備の修理終了と港湾ストライキの収束により，危機を脱し

ました。このようにこれまでのヘリウム危機はある程度一過性の物でしたが，今回のヘリウム不足は

慢性的な事象であり，今後ヘリウムの供給が増えることは無いと言われています。それはなぜでしょ

うか。これまで，日本のヘリウムは大半を米国からの輸入に頼っていました。米国では，ヘリウムを

戦略物資と位置付け，政府による管理統制が古くから行われ，備蓄も行われていました。ところが2000

年代に入り，米国は軍需等国家利用の少量のみを備蓄し，これまで備蓄していた多くのヘリウムを売

却する方向に転換しました。その結果，2018年に売却がすべて終了してしまい，買い取った米国企業

はほぼすべてのヘリウムを米国内向けにすると表明しました。その結果，米国からの輸入は極めて少

量となっています。一方，生産国第2位のカタール産のヘリウムは，経済制裁により輸送期間が増す

と同時に大半は途中の中国で荷下ろし（売却）をしてしまい，日本への輸送量が少ない状況です。他

の有力な産地としてはアルジェリアがありますが，これはもっぱら欧州向けとなっています。言い忘

れましたが，ヘリウムは天然ガスの副産物ですから，天然ガスの採掘量が増えなければヘリウムの生

産量も上がりません。特に米国ではシェールガスとの兼ね合いがキーポイントです。シェールガスに

はヘリウムが含まれていないので，シェールガスの生産量が多くなれば，必然的にヘリウムの生産量

が落ちてしまいます。ヘリウム生産量は，天然ガス価格とシェールガス価格の天秤の上に成り立って

います。これが慢性的になってしまったヘリウム不足の原因の一つであることは間違いありません。 

 ところで，実は大量なヘリウムが必要なのは先進国のみ（欧米，ロシア，中国，日本）なのです。

私見もありますが，それらの国々の概況は以下のようです。 

米国：世界最大の産出国で，自国を最優先とし，自国で必要分を確保しています。 

欧州：世界最大の産業ガス会社 2 社の地元であり，ヘリウムの流通の肝を握っています。ですから，

必要に応じて欧州にはヘリウムの供給が可能です。 
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